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  大阪府松原市 

コミュニティ名   ： 松原市 

国         ： 日本 

コミュニティの人口 ： 124,006 人 （2013 年 5 月現在） 

セーフコミュニティプログラムを開始した年 ： 2011 年 

 

国際 SCN メンバーシップ 

認証年       ： 2013 年 

認証した認証センター ： セーフコミュニティ認証センター（韓国） 

プログラムに関する情報が得られるウェブサイトの有無 ： 有

http://www.city.matsubara.osaka.jp/6,0,105.html （日本語による表記のみ） 

申請書       ： ※ 認証後、ＵＲＬを貼り付けるため空白 

 

詳細に関する問い合わせ 

氏名        ： 北川 義彦 

組織        ： 松原市 

住所        ： 大阪府松原市阿保 1 丁目 1 番 1 号 

郵便番号      ： 580-8501 

自治体名      ： 松原市 

国名        ： 日本 

電話番号      ： +81-72-337-3151 

ＦＡＸ番号     ： +81-72-334-7870 

メールアドレス   ： simin-anzen@city.matsubara.osaka.jp 

コミュニティや組織の情報を得られるウェブサイトの有無 ： 有

http://www.city.matsubara.osaka.jp/ （日本語による表記のみ） 
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活動の状況  

◆年齢ごと 

子ども（ 0-14歳） 

家庭 ： 

・乳幼児の家庭内での事故予防啓発 

・緊急通報システム 

・障害者身体機能向上訓練事業 

・火災等情報提供事業 

・リーフレット等による安全対策の周知 

・就学前児童における身体機能の向上 

 

交通 ： 

・登下校時の見守り活動 

・幼児 2 人同乗用自転車購入費助成事業 

・交通安全キャンペーン 

・交通安全マップづくり 

・危険箇所への対策 

・交通安全教室、講習 

・ヘルメット着用啓発講習 

 

学校 ： 

・市立小学校セーフティスクールサポート事業 

・登下校時の見守り活動（再掲） 

・教育相談 

・校内安全マップづくり 
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・校内安全対策活動 

 

スポーツ・余暇 ： 

・スポーツ安全講習会 

・児童遊園整備事業・公園遊具点検 

・ＡＥＤの設置・救急救命講習会 

 

若者（15-24 歳） 

家庭 ： 

・緊急通報システム（再掲） 

・障害者身体機能向上訓練事業（再掲） 

・火災等情報提供事業（再掲） 

 

交通 ： 

・交通安全キャンペーン（再掲） 

・交通安全マップづくり（再掲） 

・危険箇所への対策（再掲） 

・交通安全教室、講習（再掲） 

 

職場 ： 

・大阪危険ゼロ先取運動 

 

学校 ： 

・交通安全教室、講習（再掲） 

 

スポーツ・余暇 ： 

・スポーツ安全講習会（再掲） 

・児童遊園整備事業・公園遊具点検（再掲） 

・ＡＥＤの設置・救急救命講習会（再掲） 

 

成人（25-64 歳） 

家庭 ： 

・緊急通報システム（再掲） 

・障害者身体機能向上訓練事業（再掲） 

・火災等情報提供事業（再掲） 
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交通 ： 

・交通安全キャンペーン（再掲） 

・交通安全マップづくり（再掲） 

・危険箇所への対策（再掲） 

 

職場 ： 

・大阪危険ゼロ先取運動（再掲） 

 

スポーツ・余暇 ： 

・スポーツ安全講習会（再掲） 

・児童遊園整備事業・公園遊具点検（再掲） 

・ＡＥＤの設置・救急救命講習会（再掲） 

 

高齢者（65 歳以上） 

家庭 ： 

・緊急通報システム（再掲） 

・ひきこもり対策事業 

・南河内圏域市町村徘徊高齢者ＳＯＳネットワーク 

・障害者身体機能向上訓練事業（再掲） 

・火災等情報提供事業（再掲） 

・屋内環境の向上 

 

交通 ： 

・交通安全キャンペーン（再掲） 

・交通安全マップづくり（再掲） 

・危険箇所への対策（再掲） 

・交通安全教室、講習（再掲） 

 

スポーツ・余暇 ： 

・スポーツ安全講習会（再掲） 

・児童遊園整備事業・公園遊具点検（再掲） 

・ＡＥＤの設置・救急救命講習会（再掲） 

 

自然災害 

・防災図画展 

・松原市防災総合訓練 
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・地域ネットワークプロジェクト協議会による防災訓練 

・まるごとまちごとハザードマップ 

・地域の防災訓練 

・大和川水防・大阪府地域防災総合演習 

・家具転倒防止等対策の普及 

・地域の見守り活動 

・住宅用火災警報器の普及・維持管理の啓発 

 

◆暴力予防（意図的傷害）  

・登下校時の見守り活動（再掲） 

・防犯灯設置・維持管理補助事業 

・防犯カメラの設置 

・一戸一灯運動 

・防犯教室 

 

◆自殺予防（自傷）  

・教育相談（再掲） 

・青年相談・自立支援セミナー 

・消費生活相談事業 

・健康教育・健康相談 

・相談機関の周知・拡充 

・ゲートキーパーの養成 

・高齢者の意識把握 

・自殺未遂者支援 

 

◆ハイリスクグループに対する取り組み 

外国人住民に対する取り組み ： 

・通訳・翻訳サポート 

・国際広場「もめん」（日本語よみかき教室） 

 

虐待を受けている人々に対する取り組み ： 

・こんにちは赤ちゃん事業 

・児童虐待に関する啓発活動 

・子育て支援に関するリーフレットを作成し配布 

・女性相談 

・母子生活支援施設 
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・ひきこもり対策事業（再掲） 

・早期発見、対応ネットワーク 

・認知症・虐待の正しい理解・啓発 

 

障害者に対する取り組み ： 

・緊急通報システム（再掲） 

・障害者身体機能向上訓練事業（再掲） 

・火災等情報提供事業（再掲） 

 

◆外傷サーベイランスについて 

どこで行われるか ： 松原市役所 （主に消防救急搬送データを用いる） 

年間件数     ： 1,800 件 

人口基盤     ： 124,000 人 

開始年      ： 2011 年 

松原市は、地域診断と外傷調査のために、消防救急搬送データを用いるとともに、

統計データを分析し、家庭調査を実施していきます。現在、軽症事故の特徴をつかむ

ため、診療所での外傷調査について準備を進めています。 

◆出版 

・広報まつばら（毎月発行） 

毎月セーフコミュニティに関する紙面を設けており、重点課題等の取り組み内容等に

ついて記載しています。 

 

◆スタッフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

リーダー     ： 北川 義彦（写真左から3番目） 

人数       ： 6人 （松原市役所 総務部市民安全課） 

職業       ： 正規雇用  6人 

正規雇用     ： 6人    非正規雇用    ： 0人 
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◆組織 

安全向上のための特定の分野横断的組織 ： 松原市セーフコミュニティ推進協議会 

一般的公衆衛生・健康増進のグループ  ： 大阪府藤井寺保健所・松原市地域保健課 

 

◆国際的なネットワークへの参加 

視察 ： 2012 年 6 月 韓国済州島セーフコミュニティ日韓合同ワークショップ参加 

セーフコミュニティ国際会議への参加 ：  

2012 年 11 月 第 6 回アジア地域セーフコミュニティ会議参加及び発表 

 

◆国内ネットワークへの参加 

セーフコミュニティ国内会議・視察への参加 ： 

・2011 年 11 月 全国 SC 推進自治体ネットワーク会議参加 

・2011 年 12 月 JISC セーフスクール認証センター認証記念シンポジウム参加 

・2012 年  2 月 東京都豊島区現地審査視察 

・2012 年  5 月 長野県小諸市現地審査視察 

・2012 年  1 月 神奈川県横浜市栄区現地審査視察 

 

 

 

  


